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１月の お気 軽にお気 軽に
　 無 料 相 談無 料 相 談
お気 軽にお気 軽に
　 無 料 相 談無 料 相 談
お気 軽に
　 無 料 相 談

問い合わせ先予約開始日相談員会場時間実施日相談内容・定員

午前８時半か
ら電話で
生活文化課
☎４７０・７７３８

１２月２４日（木）
弁護士

市役所２
階相談室

午前１０時
から

６日（水）
１３日（水）法律相談

（各日8人）
１月１４日（木）２０日（水）

２７日（水）

１２月２５日（金）
司法書士午後１時

から６日（水）
不動産・相続・会社の
登記等相談（5人）

土地家屋調査士表示登記・土地の境界
等相談（5人）

１月７日（木）行政書士午前１０時
から１３日（水）

相続・遺言・成年後見
等手続き相談（4人）

１月８日（金）税理士午後１時から税務相談（5人）

１月１５日（金）
人権擁護委員午後１時半

から２０日（水）
人権・身の上相談（4人）

宅地建物取引士午後１時
から

不動産取引相談（5人）

１月２１日（木）
弁護士

２７日（水）
交通事故相談（5人）

社会保険労務士午前１０時
から

年金・労災・雇用保険・
人事管理等相談（4人）

午前９時から
電話で
同センター
☎４７２・００６１

１２月１６日（水）
女性カウンセラ
ー男女平等

推進セン
ター

午前１０時～
午後１時６日（水）

女性の悩みごと相談
（各日3人） 午後１時半

～４時半

１４日（木）

１月６日（水）１８日（月）
２５日（月）

１２月１８日（金）女性弁護士午前９時半～
午後０時半８日（金）女性弁護士による

法律相談（3人）
東久留米市商工
会☎４７１・７５７７前日までに市商工会経営指

導員
東久留米市
商工会館

午前１０時～
午後４時平日経営相談

問い合わせ先相談員会場時間実施日相談内容
同協会事務局・
桑原建築設計
事務所
☎４７６・１５１５

東久留米建築
設計協会会員１月は実施しません耐震相談

中央相談室
☎４７３・３６６７

教育相談員

中央相談室
（成美教育文化会
館内教育センター）午前１０時～

午後５時

火曜～
土曜日教育相談

※電話相談も可。
滝山相談室
☎４７５・８９０９

滝山相談室
（西中学校隣）

月曜～
金曜日

同課
☎４７０・７７３６

母子・父子自
立支援員

児童青少年課
（市役所２階）

午前８時半
～午後５時開庁日母子・父子相談

前月末までに
障害福祉課
☎４７０・７７４７、
ファクス
４７５・８１８１

身体障害者
相談員

市役所１階相談室午前１０時～
正午

８日（金）身体障害者相談

知的障害者
相談員１３日（水）知的障害者相談

同センター
☎４７７・２７１１

さいわい福祉
センター支援
員

さいわい福祉セン
ター午前９時～

午後５時

平日心身障害者（児）
相談

※直接会場へ。ハローワーク
三鷹職員

市役所１階ワーク
コーナー開庁日職業相談

市住宅増改築
等斡旋事業登
録団体協議会

１月は実施しません住宅増改築相談

市消費者セン
ター
☎４７３・４５０５
※直接会場へ。

消費生活相談
員生活文化課

（市役所２階）

午前１０時～
午後４時平日消費者相談

※電話相談も可。

生活文化課
☎４７０・７７３８行政相談委員午後１時〜

３時
１３日（水）行政相談

健康課保健サ
ービス係
☎４７７・００２２

助産師・
保健師ご自宅希望する方は右記へ

問い合わせください。
妊婦訪問

赤ちゃん訪問

　
市
で
は
、
在
宅
療
養
者
の
支
援

や
家
族
介
護
者
の
負
担
軽
減
の
た

め
、
紙
お
む
つ
な
ど
の
購
入
費
を

助
成
し
て
い
ま
す
。

　
【
支
給
要
件
】次
の
①
～
③
の
全

て
に
該
当
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
①
要
介
護
認
定
４
ま
た
は
５
を

受
け
、
在
宅
で
生
活
し
て
い
る
②

３
カ
月
以
上
継
続
し
て
、
お
む
つ

な
ど
を
使
用
し
て
い
る
③
本
人
が

住
民
税
非
課
税

　
※
介
護
施
設
や
医
療
施
設
な
ど

に
入
所
（
入
院
）
中
の
方
、
生
活

保
護
受
給
者
は
支
給
対
象
外
で
す
。

　
【
支
給
内
容
】月
額
５
０
０
０
円

　
※
申
請
月
の
翌
月
分
か
ら
年
４

　

頭
の
け
が
や
、
脳
卒
中
な
ど
脳

の
病
気
が
原
因
で
、
記
憶・注
意・

遂
行
機
能
な
ど
脳
の
機
能
に
障
害

が
起
き
、
社
会
生
活
を
送
る
こ
と

が
困
難
に
な
っ
た
状
態
を
「
高
次

脳
機
能
障
害
」
と
い
い
ま
す
。
見

つ
か
り
に
く
く
、
外
見
か
ら
分
か

ら
ず
に
誤
解
も
受
け
や
す
い
こ
の

障
害
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
に
支

援
し
た
ら
地
域
で
暮
ら
し
や
す
く

な
る
の
か
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
考
え
ま
す
。
主
催
は
北
多

摩
北
部
地
域
高
次
脳
機
能
障
害
者

支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
。
東

京
都
高
次
脳
機
能
障
害
者
支
援
普

及
事
業
。

　
【
日
時
】　
年
１
月　
日（
土
）午

２８

１６

後
１
時
半
～
４
時
半
（
０
時　
分
４５

開
場
）

　

国
税
の
申
告
納
税
制
度
の
普
及

発
展
に
関
し
て
、
長
年
に
わ
た
り

貢
献
さ
れ
た
皆
さ
ん
を
表
彰
す
る

納
税
表
彰
式
が
、　

月　
日
に
開

１１

１２

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
さ
れ
た
方
は
次
の
通
り
で

す
。

　
【
税
務
署
長
表
彰
】青
色
申
告
会

の
安
藤 
言  
寛 
氏

の
ぶ ひ
ろ

　
【
税
務
署
長
感
謝
状
】青
色
申
告

会
の
栗
木 
理  
一 
氏
、
法
人
会
の
西

り 
い
ち

川
徹
夫
氏

　
詳
し
く
は
東
村
山
税
務
署
☎
０

４
２
・
３
９
４
・
６
８
１
１
へ
。

　

【
会
場
】西
東
京
市
民
会
館（
西

東
京
市
田
無
町
４
ノ　
ノ　
）

１５

１１

　
【
内
容
】慶
應
義
塾
大
学
医
学
部

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
特
任
講

師
の
水
野 
勝  
広 
氏
に
よ
る
基
調
講

か
つ ひ
ろ

演
「
半
側
空
間
無
視
に
つ
い
て
」、

　

確
定
申
告
書
作
成
会
場
を
次
の

通
り
開
設
し
ま
す
。
申
告
書
の
作

成
・
ご
相
談
が
必
要
な
方
は
、
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
【
開
設
期
間
】　

年
２
月
８
日

２８

（
月
）
～
３
月　
日
（
火
）

１５

　
【
会
場
】東
村
山
税
務
署（
東
村

山
市
本
町
１
儿　
儿　
）

２０

２２

　
【
ご
注
意
】
２
月
５
日
（
金
）
ま

で
は
、
申
告
書
の
作
成
・
相
談
が

常
設
窓
口
の
み
で
の
対
応
と
な
る

た
め
、
大
変
混
み
合
い
ま
す
。
で

地
域
で
の
支
援
の
実
際
～
当
事
者

の
声
か
ら
～

　
【
参
加
費
】
無
料

　
【
ご
注
意
】駐
車
場
に
限
り
が
あ

り
ま
す
。
公
共
交
通
機
関
を
ご
利

用
く
だ
さ
い

　
詳
し
く
は
障
害
福
祉
課
☎
４
７

０
・
７
７
４
７
、
フ
ァ
ク
ス
（
４

７
５
・
８
１
８
１
）
へ
。

約
し
、
後
日
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
表
し
ま
す
。
ご
意
見
の
返
却
や

個
別
の
回
答
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
、

　

市
防
災
会
議
で
は
「
東
久
留
米

市
地
域
防
災
計
画
」
改
訂
（
素
案
）、

ま
た
市
国
民
保
護
協
議
会
で
は

「
東
久
留
米
市
国
民
保
護
計
画
」

改
訂
（
素
案
）
を
ま
と
め
ま
し
た

の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

　
【
閲
覧
期
間
・
場
所
】
閉
庁
・
閉

館
日
を
除
く　
年
１
月
４
日（
月
）

２８

～　
日
（
月
）
に
、
防
災
防
犯
課
、

２５
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
（
い
ず
れ
も

市
役
所
２
階
）、
中
央
・
滝
山
・
東

部
・
ひ
ば
り
が
丘
の
各
図
書
館
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す

　
【
ご
意
見
の
提
出
方
法
】１
月　
２５

日
（
月
）
ま
で
に
（
消
印
有
効
）、

「
東
久
留
米
市
地
域
防
災
計
画

（
素
案
）」ま
た
は「
東
久
留
米
市

国
民
保
護
計
画（
素
案
）」と
明
記

し
て
、
住
所
・
氏
名
・
年
代
（
例

＝　
代
）・ご
意
見（
書
式
は
自
由
）

２０
を
記
入
の
上
、
〒
２
０
３
儿
８
５

５
５
、
市
役
所
防
災
防
犯
課
宛
て

郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
（
４
７
０
・
７

８
０
７
）、電
子
メ
ー
ル（bosaibo

        

han@
city.higashikurum
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.j   p  
）
ま
た
は
直
接
同
課
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
電
話
で
の

ご
意
見
は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん

　

※
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見

は
、
個
人
情
報
を
除
い
た
上
で
要

る
た
め
、
減
温
塔
内
、
煙
道
お
よ

び
脱
硝
反
応
塔
内
な
ど
の
清
掃
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
周
辺
住
民

の
皆
さ
ん
へ
の
安
全
・
安
心
に
配

慮
し
、
水
銀
に
係
る
自
己
規
制
値

を
０
・　

㍉
㌘
／
ノ
ル
マ
ル
リ
ュ

０５

ー
ベ
（
東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部

組
合
と
同
基
準
）
と
定
め
ま
し
た
。

　

９
月
１
日
に
柳
泉
園
組
合
で
運

転
中
の
焼
却
炉
１
炉
の
排
ガ
ス
か

ら
、
可
燃
ご
み
に
混
入
し
た
水
銀

が
原
因
で
高
い
水
銀
濃
度
が
検
出

さ
れ
た
た
め
、
同
焼
却
炉
を
停
止

し
て
い
ま
し
た
が
、　

月　
日
か

１１

１９

ら
再
稼
働
し
ま
し
た
。

　
停
止
期
間
中
は
水
銀
を
除
去
す

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
同
課
☎
４
７
０
・
７

７
６
９
へ
。

ま
た
、
再
稼
動
の
際
は
、
水
銀
に

係
る
自
己
規
制
値
を
順
守
す
る
た

め
、
数
値
を
常
時
確
認
し
な
が
ら

立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
な
お
、
家
庭
か
ら
出
る
水
銀
な

ど
の
有
害
物
質
を
含
む
蛍
光
管
・

体
温
計
・
温
度
計
な
ど
は
、
公
共

施
設
な
ど
に
設
置
の
黄
色
の
専
用

ボ
ッ
ク
ス
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
柳
泉
園
組
合
技
術
課

☎
４
７
０
・
１
５
４
７
ま
た
は
市

ご
み
対
策
課
☎
４
７
３
・
２
１
１

７
へ
。

き
る
だ
け
同
会
場
開
設
後
に
来
署

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（https://www.nta.

                 

go.jp

     /  
）
の
確
定
申
告
書
等
作
成

コ
ー
ナ
ー
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
東
村
山
税
務
署
☎
０

４
２
・
３
９
４
・
６
８
１
１
へ
。　

※
自
動
音
声
案
内
に
従
い
「
２
」

番
を
選
択
し
、「
個
人
課
税
第
１
部

門
」
と
ご
指
定
く
だ
さ
い
。

回
（
４
月
・
７
月
・　

月
・
１
月
）

１０

に
分
け
て
支
給
。

　
【
申
請
に
必
要
な
も
の
】認
め
印

▼
購
入
し
た
直
近
３
カ
月
分
の
紙

お
む
つ
な
ど
の
領
収
書
（
レ
シ
ー

ト
可
）
ま
た
は
医
師
が
証
明
し
た

お
む
つ
使
用
証
明
書
▼
本
人
名
義

の
預
金
通
帳
な
ど
振
込
口
座
が
分

か
る
も
の
（
家
族
名
義
の
口
座
の

場
合
は
委
任
状
が
必
要
）

　
詳
し
く
は
介
護
福
祉
課
介
護
サ

ー
ビ
ス
係
☎
４
７
０
・
７
７
５
０

へ
。

「
東
久
留
米
市
地
域
防
災
計
画

「
東
久
留
米
市
地
域
防
災
計
画
」」改
訂（
素
案
）、

改
訂（
素
案
）、

「
東
久
留
米
市
国
民
保
護
計

「
東
久
留
米
市
国
民
保
護
計
画画
」」改
訂（
素
案
）の

改
訂（
素
案
）の

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト（
ご
意
見
）

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト（
ご
意
見
）をを

募
集
し
ま

募
集
し
ま
すす

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民
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流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流
事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事

市
民
交
流
事
業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業
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高
次
脳
機
能
障
害
者
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自
立
支
援
に
向
け
て
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を
開
催
し
ま
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申
告
納
税
制
度
の
普
及
発
展

申
告
納
税
制
度
の
普
及
発
展
にに

努
め
ら
れ
た
皆
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま
し

努
め
ら
れ
た
皆
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま
し
たた

柳
泉
園
組
合　
焼
却
炉
の
再
稼
働
に
つ
い
て

〜
分
別
排
出
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
〜

介
護
保
険
制
度

お
む
つ
な
ど
の
購
入
費
を
助
成
し
ま
す
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確
定
申
告
書
作
成
会
場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場

開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開
設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設
ののののののののののののののののののののの
おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
ららららららららららららららららららららら

開
設
の
お
知
ら
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ

る
と
第
１
号
被
保
険
者
（
第
３

号
被
保
険
者
に
な
る
場
合
を
除

く
）
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
そ

の
方
に
扶
養
さ
れ
て
い
た
第
３

号
被
保
険
者
が
い
る
場
合
、
そ

の
方
も
第
１
号
被
保
険
者
に
な

り
ま
す
。

◎
第
２
号
被
保
険
者
へ
の
変
更

　

第
１
号
被
保
険
者
ま
た
は
第

３
号
被
保
険
者
が
就
職
し
て
厚

生
年
金
な
ど
に
加
入
す
る
と
第

２
号
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
。

◎
第
３
号
被
保
険
者
へ
の
変
更

　

会
社
な
ど
を
退
職
し
て
、
厚

生
年
金
な
ど
に
加
入
し
て
い
る

方
の
被
扶
養
配
偶
者
に
な
る
方

な
ど
が
第
３
号
被
保
険
者
に
な

り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
武
蔵
野
年
金
事
務

所
☎
０
４
２
２
・
５
６
・
１
４

１
１
へ
。

国
民
年
金
種
別
変
更
の

届
け
出
を
お
忘
れ
な
く

　

国
民
年
金
の
加
入
種
別
は
３

種
類
に
分
か
れ
て
お
り
、
届
け

出
は
加
入
時
だ
け
で
な
く
、
種

別
が
変
わ
っ
た
と
き
に
も
必
要

で
す
。
種
別
変
更
の
届
け
出
を

忘
れ
る
と
、
年
金
が
受
け
取
れ

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

忘
れ
ず
に
手
続
き
を
行
い
ま
し

ょ
う
。

国
民
年
金
の
加
入
種
別

◎
第
１
号
被
保
険
者

　

自
営
業
や
農
業
・
漁
業
の
方

と
そ
の
配
偶
者
、　

歳
以
上
の

２０

学
生
・
フ
リ
ー
タ
ー
な
ど
が
対

象
で
す
。
加
入
や
種
別
変
更
の

手
続
き
は
、
市
役
所
の
窓
口
で

行
い
ま
す
。

◎
第
２
号
被
保
険
者

　

会
社
や
官
公
庁
に
勤
務
し
、

厚
生
年
金
な
ど
に
加
入
し
て
い

る
方
が
対
象
で
す
。
加
入
手
続

き
は
、
会
社
や
官
公
庁
で
行
い

ま
す
。

◎
第
３
号
被
保
険
者

　

国
民
年
金
の
加
入
者
の
う
ち
、

第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ

て
い
る
配
偶
者
が
対
象
で
す
。

届
け
出
は
第
２
号
被
保
険
者
の

勤
務
先
を
通
じ
て
行
い
ま
す
。

種
別
変
更
と
な
る
ケ
ー
ス

◎
第
１
号
被
保
険
者
へ
の
変
更

　

第
２
号
被
保
険
者
が
退
職
す


